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◎必修（履修時期指定）

○選択必修（いずれかで履修）

△自由選択（いずれかで履修）

１T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T １T ２T ３T ４T

2 2 選択
必修

○

2 大学教育入門 2 必修 ◎

2 教養ゼミ 2 必修 ◎

0 1 自由
選択

△ △

4 人文社会学系科目群 2 ○ ○

4 自然科学系科目群 2 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 △ △

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 △ △

コミュニケーションⅠＡ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅠＢ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅡＡ 1 ◎ ◎

コミュニケーションⅡＢ 1 ◎ ◎

ベーシック外国語Ⅰから
１科目

1 ○

ベーシック外国語Ⅱから
１科目

1 ○

2 情報・データ科学入門 2 必修 ◎

健康スポーツ科目 2 1又は2 選択
必修

○ ○ ○ ○

微分積分学Ⅰ 2 ◎

微分積分学Ⅱ 2 ◎

線形代数学Ⅰ 2 ◎

線形代数学Ⅱ 2 ◎

数学演習Ⅰ 1 ◎

数学演習Ⅱ 1 ◎

一般力学Ⅰ 2 ◎

一般力学Ⅱ 2 ◎

物理学実験法・同実験Ⅰ（注４） 1 ◎

物理学実験法・同実験Ⅱ（注４） 1 ◎

6 教養教育科目の全ての科目区分
から

自由
選択

△ △ △ △ △ △ △ △

46

自由
選択

第　四　類（建設・環境系）

科　目　区　分 要修得
単位数

授 業 科 目 等 単位数
履修
区分

履　修　年　次　（注１） 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期前期 後期前期 後期後期

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

選択
必修

選択
必修

自由選択科目

卒 業 要 件 単 位 数

共
　
通
　
科
　
目

大学教育入門

教　養　ゼ　ミ

領　域　科　目 

コミュニケー
ションⅡ

初修外国語
（ドイツ語，フランス語，スペ
イン語，ロシア語，中国語，
韓国語，アラビア語のうちか
ら１言語選択）

16
必修

必修

必修

注１： 履修年次に記載の◎，○，△のセメスター又はタームで単位を修得できなかった場合は，これ以降のセメスター又はタームで受講できる。な
お，授業科目により実際に開講するセメスター又はタームが異なる場合があるので，毎年度発行する教養教育科目授業時間割等で確認するこ
と。

注２： 自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修により修得した単位は，卒業に必要な単位に含めることはできない。ただし，海外語学
研修については，事前の申請によりコミュニケーションI，IIとして単位認定が可能である。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関す
る項を参照すること。

注３： 外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の外国語科目に関する項及び「外国語技能検定試
験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注４： 同一科目の「実験法・同実験Ⅰ（1単位）」と「実験法・同実験Ⅱ（1単位）」の両方を履修すること。

基　盤　科　目

コミュニケー
ションⅠ

情報・データサイエンス科目

平　和　科　目

2

2

大学教
育基礎
科目

展　開　ゼ　ミ

外
国
語
科
目

（注３）

英語
(注２)

コミュニケー
ション基礎

0

2



◎　 必　　修

①，② ，③

○，Ⓐ ，Ⓑ ，Ⓓ

△　 要　　望

1T2T3T4T1T2T3T4T1T2T3T4T1T2T3T4T
応用数学I 2 ◎ ◎ 4
応用数学II 2 ① ○ 4
応用数学III 2 ① ○ 4
応用数理A 2 ① ○ 4
確率・統計 2 ① ○ 4
環境論 2 ○ 2 2 2 2 ※1
工学プログラミング基礎 2 ◎ ◎ 4 4 ※2
応用数学総合 2 ① ○ 4
空間の創造 2 ③ ○ 4
まちのかたちとくらし 2 ③ ○ 4
社会基盤環境工学概論 2 ◎ 4
土木数学 2 ① 4
材料力学 2 ◎ 4
材料力学演習 1 ② 4
構造力学 2 ◎ 4
構造力学演習 1 ② 4
水理学 2 ◎ 4
土質力学 2 ◎ 4
土質力学演習 1 ② 4
建設材料学 2 ◎ 4
コンクリート工学 2 ◎ 4
流体力学 2 ◎ 4
流体力学演習 1 ② 4
社会基盤計画学 2 ◎ 4
大気質と水質の環境化学 2 ◎ 4
微生物・生態工学 2 ◎ 4
測量学・実習 3 ◎ 8
応用測量学・土木計測 2 ◎ 4
学外実習 1 △ 4
社会基盤環境工学実験 2 ◎ 8

後期前期 前期

毎週授業時数

第１年次
後期前期

第四類　専門基礎科目

履修指定

授業科目
単
位
数

第４年次
後期 前期 後期

備考

選択必修

社
会
基
盤

環
境
工
学

建
築

第２年次 第３年次



◎　 必　　修

①，② ，③

○，Ⓐ ，Ⓑ ，Ⓓ

△　 要　　望

1T2T3T4T1T2T3T4T1T2T3T4T1T2T3T4T

後期前期 前期

毎週授業時数

第１年次
後期前期

履修指定

授業科目
単
位
数

第４年次
後期 前期 後期

備考

選択必修

社
会
基
盤

環
境
工
学

建
築

第２年次 第３年次

建築材料 2 ◎ 4
建築材料実験 1 Ⓓ 3 3
建築一般構造 2 Ⓐ 4
建築設計製図I 2 ◎ 6 6
建築設計製図II 2 ◎ 6 6
建築構造力学I 4 ◎ 4 4
建築構造力学II 4 ◎ 4 4
建築物振動論 2 ○ 4
鉄筋コンクリート構造 2 Ⓐ 4
地盤・建築基礎構造 2 ○ 4
建築行政 2 ◎ 4
建築見学演習 1 Ⓓ 1 1 1 1
建築史Ｉ 2 ◎ 4
建築計画I 2 ◎ 4
都市計画 2 ○ 4
建築環境学I 2 Ⓑ 4
建築環境学II 2 Ⓑ 4
建築環境学演習 1 Ⓑ 4
建築学外実習 1 ○ 3 3
建築ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学 2 ○ 4
鋼構造設計基礎 2 Ⓐ 4
建築図学 2 ○ 4
木質構造 2 Ⓐ 4

※2　社会基盤環境工学は第2年次第4ターム，建築は第3年次第1タームにおいて開講する
※1　隔年開講なので，そのいずれかを履修すること



◎　     必　　修

1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T 1T 2T 3T 4T

構造解析法 2 ○ 4
耐震構造 2 ○ 4
建築構造設計 2 ○ 6
建築施工 2 Ⓔ 4
建築防災 2 ○ 4
建築ゼミナールI 2 4
鋼構造設計法 2 ○ 4
建築史Ⅱ 2 Ⓕ 4
建築計画II 2 Ⓕ 4
建築設備I 2 ◎ 4
建築設備II 2 4
建築設計製図Ⅲ 3 ◎ 9 9
建築設計製図Ⅳ 3 ◎ 9 9
建築設計製図Ⅴ 2 ○ 6 6
芸術制作 2 6 6
建築ゼミナールⅡ 2 4
建築ゼミナールⅢ 1 1 1
都市環境論 2 4
平和都市・建築論 2 Ⓕ 4
サスティナブル・デザイン 1 1 1
植生・生態学 1 2
建築生産マネジメント 2 Ⓔ 4
建築倫理 2 ◎ 4
卒業論文 5 ◎

第四類　専門科目
（建築プログラム）

毎週授業時数

後期
備考

○,Ⓔ,Ⓕ選択必修

前期 後期前期 前期

単
位
数

第１年次

後期

履
修
指
定

後期

第２年次 第３年次 第４年次

前期
授業科目



建築プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(A)

平和な生活環境に貢献できる地球人の育成
(・平和都市広島を象徴する建物を挙げ，その特徴を説明す
ることができる。
・広島の歴史や平和を目指した都市計画などの取り組みにつ
いて説明することができる。
・平和な生活環境を創造することについて自分の考えを述べ
ることができる。)
に関する理解

平和な生活環境に貢献できる地球人の育成
(・平和都市広島を象徴する建物を挙げ，その特徴を説明す
ることができる。
・広島の歴史や平和を目指した都市計画などの取り組みにつ
いて説明することができる。
・平和な生活環境を創造することについて自分の考えを述べ
ることができる。)
について理解し，説明することができる。

平和な生活環境に貢献できる地球人の育成
(・平和都市広島を象徴する建物を挙げ，その特徴を説明す
ることができる。
・広島の歴史や平和を目指した都市計画などの取り組みにつ
いて説明することができる。
・平和な生活環境を創造することについて自分の考えを述べ
ることができる。)
について理解している。

平和な生活環境に貢献できる地球人の育成
(・平和都市広島を象徴する建物を挙げ，その特徴を説明す
ることができる。
・広島の歴史や平和を目指した都市計画などの取り組みにつ
いて説明することができる。
・平和な生活環境を創造することについて自分の考えを述べ
ることができる。)
について概要を理解している。

(B)

人類の幸福に貢献できる人材育成
(・日本の社会や国際的に問題となっている事例を挙げ，その
内容について説明することができる。また，それに対して自分
の意見を述べることができる。
・社会人として，自分の進むべき方向をグローバルな立場で
適確に判断するためのバックグラウンドとなる人文・社会科学
的教養を身につけている。)
に関する理解

人類の幸福に貢献できる人材育成
(・日本の社会や国際的に問題となっている事例を挙げ，その
内容について説明することができる。また，それに対して自分
の意見を述べることができる。
・社会人として，自分の進むべき方向をグローバルな立場で
適確に判断するためのバックグラウンドとなる人文・社会科学
的教養を身につけている。)
について理解し，説明することができる。

人類の幸福に貢献できる人材育成
(・日本の社会や国際的に問題となっている事例を挙げ，その
内容について説明することができる。また，それに対して自分
の意見を述べることができる。
・社会人として，自分の進むべき方向をグローバルな立場で
適確に判断するためのバックグラウンドとなる人文・社会科学
的教養を身につけている。)
について理解している。

人類の幸福に貢献できる人材育成
(・日本の社会や国際的に問題となっている事例を挙げ，その
内容について説明することができる。また，それに対して自分
の意見を述べることができる。
・社会人として，自分の進むべき方向をグローバルな立場で
適確に判断するためのバックグラウンドとなる人文・社会科学
的教養を身につけている。)
について概要を理解している。

(C)

技術者としての倫理観の育成
(・技術者の行為や企業の製品が社会的に大きな影響を与え
た事例を挙げ，説明することができる。それに対して自分の考
えを述べることができる。
・社会人として，自分の進むべき方向をグローバルな立場で
適確に判断するためのバックグラウンドとなる人文・社会科学
的教養を身につける。)
に関する理解

技術者としての倫理観の育成
(・技術者の行為や企業の製品が社会的に大きな影響を与え
た事例を挙げ，説明することができる。それに対して自分の考
えを述べることができる。
・社会人として，自分の進むべき方向をグローバルな立場で
適確に判断するためのバックグラウンドとなる人文・社会科学
的教養を身につける。)
について理解し，説明することができる。

技術者としての倫理観の育成
(・技術者の行為や企業の製品が社会的に大きな影響を与え
た事例を挙げ，説明することができる。それに対して自分の考
えを述べることができる。
・社会人として，自分の進むべき方向をグローバルな立場で
適確に判断するためのバックグラウンドとなる人文・社会科学
的教養を身につける。)
について理解している。

技術者としての倫理観の育成
(・技術者の行為や企業の製品が社会的に大きな影響を与え
た事例を挙げ，説明することができる。それに対して自分の考
えを述べることができる。
・社会人として，自分の進むべき方向をグローバルな立場で
適確に判断するためのバックグラウンドとなる人文・社会科学
的教養を身につける。)
について概要を理解している。

(D)

工学的基礎知識の習得
(・数学，物理学，情報技術の基礎的内容を説明することがで
きる。
・数学，物理学，情報技術の基礎的内容を建築に応用するこ
とができる。)
に関する理解

工学的基礎知識の習得
(・数学，物理学，情報技術の基礎的内容を説明することがで
きる。
・数学，物理学，情報技術の基礎的内容を建築に応用するこ
とができる。)
について理解し，説明することができる。

工学的基礎知識の習得
(・数学，物理学，情報技術の基礎的内容を説明することがで
きる。
・数学，物理学，情報技術の基礎的内容を建築に応用するこ
とができる。)
について理解している。

工学的基礎知識の習得
(・数学，物理学，情報技術の基礎的内容を説明することがで
きる。
・数学，物理学，情報技術の基礎的内容を建築に応用するこ
とができる。)
について概要を理解している。

(E-1)

建築専門知識・能力の育成
( (1)総合的で基礎的な知識・能力
イ）建築設計・計画学関連の基礎的な知識・能力)
に関する理解

建築専門知識・能力の育成
( (1)総合的で基礎的な知識・能力
イ）建築設計・計画学関連の基礎的な知識・能力)
について理解し，説明することができる。

建築専門知識・能力の育成
( (1)総合的で基礎的な知識・能力
イ）建築設計・計画学関連の基礎的な知識・能力)
について理解している。

建築専門知識・能力の育成
( (1)総合的で基礎的な知識・能力
イ）建築設計・計画学関連の基礎的な知識・能力)
について概要を理解している。

(E-2)

建築専門知識・能力の育成
( (1)総合的で基礎的な知識・能力
ロ）建築環境学関連の基礎的な知識・能力）
に関する理解

建築専門知識・能力の育成
( (1)総合的で基礎的な知識・能力
ロ）建築環境学関連の基礎的な知識・能力）
について理解し，説明することができる。

建築専門知識・能力の育成
( (1)総合的で基礎的な知識・能力
ロ）建築環境学関連の基礎的な知識・能力）
について理解している。

建築専門知識・能力の育成
( (1)総合的で基礎的な知識・能力
ロ）建築環境学関連の基礎的な知識・能力）
について概要を理解している。

(E-3)

建築専門知識・能力の育成
( (1)総合的で基礎的な知識・能力
ハ）建築構造学関連の基礎的な知識・能力）
に関する理解

建築専門知識・能力の育成
( (1)総合的で基礎的な知識・能力
ハ）建築構造学関連の基礎的な知識・能力）
について理解し，説明することができる。

建築専門知識・能力の育成
( (1)総合的で基礎的な知識・能力
ハ）建築構造学関連の基礎的な知識・能力）
について理解している。

建築専門知識・能力の育成
( (1)総合的で基礎的な知識・能力
ハ）建築構造学関連の基礎的な知識・能力）
について概要を理解している。
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極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

学習の成果 評価基準

評価項目

(E-4)

建築専門知識・能力の育成
( (2)建築に関する総合的でより発展的な知識能力・広い範囲
にわたるより発展的な知識・能力を計画的に修得し，建築技
術者としての基礎を形成する。
・イ）ロ）ハ）のいずれかに関わるより発展的な内容の報告書を
とりまとめることができる。)
に関する理解

建築専門知識・能力の育成
( (2)建築に関する総合的でより発展的な知識能力・広い範囲
にわたるより発展的な知識・能力を計画的に修得し，建築技
術者としての基礎を形成する。
・イ）ロ）ハ）のいずれかに関わるより発展的な内容の報告書を
とりまとめることができる。)
について理解し，説明することができる。

建築専門知識・能力の育成
( (2)建築に関する総合的でより発展的な知識能力・広い範囲
にわたるより発展的な知識・能力を計画的に修得し，建築技
術者としての基礎を形成する。
・イ）ロ）ハ）のいずれかに関わるより発展的な内容の報告書を
とりまとめることができる。)
について理解している。

建築専門知識・能力の育成
( (2)建築に関する総合的でより発展的な知識能力・広い範囲
にわたるより発展的な知識・能力を計画的に修得し，建築技
術者としての基礎を形成する。
・イ）ロ）ハ）のいずれかに関わるより発展的な内容の報告書を
とりまとめることができる。)
について概要を理解している。

(F)

デザイン能力の育成
(・与えられた課題に対し，多くの側面から予想される問題点
を指摘し，その解決に向けた方法を提案することができる。
・卒業論文において，研究の社会的位置付けを理解し，的確
な研究構想を立てることができる。)
に関する理解

デザイン能力の育成
(・与えられた課題に対し，多くの側面から予想される問題点
を指摘し，その解決に向けた方法を提案することができる。
・卒業論文において，研究の社会的位置付けを理解し，的確
な研究構想を立てることができる。)
について理解し，説明することができる。

デザイン能力の育成
(・与えられた課題に対し，多くの側面から予想される問題点
を指摘し，その解決に向けた方法を提案することができる。
・卒業論文において，研究の社会的位置付けを理解し，的確
な研究構想を立てることができる。)
について理解している。

デザイン能力の育成
(・与えられた課題に対し，多くの側面から予想される問題点
を指摘し，その解決に向けた方法を提案することができる。
・卒業論文において，研究の社会的位置付けを理解し，的確
な研究構想を立てることができる。)
について概要を理解している。

(G)

コミュニケーション能力の育成
((1) 国際的コミュニケーション能力
・外国人に対して自己紹介し，意思を伝えることができる。
・工学や建築に関する専門的な文書を，辞書を用いながら読
んだり書いたりすることができる。
(2) 日本語コミュニケーション能力
・聴衆の前で，自分の考えを発表し，質疑応答することができ
る。
・説得力のある発表用資料を作成することができる。
・工学や建築（例えば卒業論文）に関する文章を読んで十分
に理解し，また研究成果を伝えることのできる文章を書くこと
ができる。)
に関する理解

コミュニケーション能力の育成
((1) 国際的コミュニケーション能力
・外国人に対して自己紹介し，意思を伝えることができる。
・工学や建築に関する専門的な文書を，辞書を用いながら読
んだり書いたりすることができる。
(2) 日本語コミュニケーション能力
・聴衆の前で，自分の考えを発表し，質疑応答することができ
る。
・説得力のある発表用資料を作成することができる。
・工学や建築（例えば卒業論文）に関する文章を読んで十分
に理解し，また研究成果を伝えることのできる文章を書くこと
ができる。)
について理解し，説明することができる。

コミュニケーション能力の育成
((1) 国際的コミュニケーション能力
・外国人に対して自己紹介し，意思を伝えることができる。
・工学や建築に関する専門的な文書を，辞書を用いながら読
んだり書いたりすることができる。
(2) 日本語コミュニケーション能力
・聴衆の前で，自分の考えを発表し，質疑応答することができ
る。
・説得力のある発表用資料を作成することができる。
・工学や建築（例えば卒業論文）に関する文章を読んで十分
に理解し，また研究成果を伝えることのできる文章を書くこと
ができる。)
について理解している。

コミュニケーション能力の育成
((1) 国際的コミュニケーション能力
・外国人に対して自己紹介し，意思を伝えることができる。
・工学や建築に関する専門的な文書を，辞書を用いながら読
んだり書いたりすることができる。
(2) 日本語コミュニケーション能力
・聴衆の前で，自分の考えを発表し，質疑応答することができ
る。
・説得力のある発表用資料を作成することができる。
・工学や建築（例えば卒業論文）に関する文章を読んで十分
に理解し，また研究成果を伝えることのできる文章を書くこと
ができる。)
について概要を理解している。

(H)

自己啓発，研鑚能力の育成
(・新しく発生した問題について，それに関連した情報や文献
を検索収集できる。)
に関する理解

自己啓発，研鑚能力の育成
(・新しく発生した問題について，それに関連した情報や文献
を検索収集できる。)
について理解し，説明することができる。

自己啓発，研鑚能力の育成
(・新しく発生した問題について，それに関連した情報や文献
を検索収集できる。)
について理解している。

自己啓発，研鑚能力の育成
(・新しく発生した問題について，それに関連した情報や文献
を検索収集できる。)
について概要を理解している。

(I)

計画立案と遂行能力の育成
(・各種課題を計画的に遂行し，期限内にその成果をとりまと
めることができる。
・実験，演習，卒業論文を通して，協同作業を体験する。)
に関する理解

計画立案と遂行能力の育成
(・各種課題を計画的に遂行し，期限内にその成果をとりまと
めることができる。
・実験，演習，卒業論文を通して，協同作業を体験する。)
について理解し，説明することができる。

計画立案と遂行能力の育成
(・各種課題を計画的に遂行し，期限内にその成果をとりまと
めることができる。
・実験，演習，卒業論文を通して，協同作業を体験する。)
について理解している。

計画立案と遂行能力の育成
(・各種課題を計画的に遂行し，期限内にその成果をとりまと
めることができる。
・実験，演習，卒業論文を通して，協同作業を体験する。)
について概要を理解している。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

総
合
的
な
力

本プログラムにおける教養教育は、建築に関する専門教育を受けるための学問的基盤づくりの役割を担い、自主的・自立的態度の尊重、情報収集力・分析力・批判力を基礎にした科学的思考力の養成、物事の本
質と背景を広い視野から洞察することのできる視座の確立、国際人として生きるにふさわしい語学力と平和に関する関心を強化し、幅広い知識を真に問題解決に役立つ知識体系へと統合するとともに、規制の枠
を超えた学際的・総合的研究を開拓し推進する能力を養成する。



評価項目と授業科目との関係
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教養教育科目 教養ゼミ 2 1セメ 30 1 40 1 30 1 100

教養教育科目 平和科目 2 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅠＡ 1 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅠＢ 1 1セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅡＡ 1 2セメ 100 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅡＢ 1 2セメ 100 1 100

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅰ 1 1セメ 100 1 100

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅱ 1 1セメ 100 1 100

教養教育科目 情報・データサイエンス科目 2 1セメ 100 1 100

教養教育科目 領域科目 2 1セメ 10 1 70 1 20 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 1セメ 100 1 100

教養教育科目 微分積分学Ⅰ 2 1セメ 100 1 100

教養教育科目 微分積分学Ⅱ 2 2セメ 100 1 100

教養教育科目 線形代数学Ⅰ 2 1セメ 100 1 100

教養教育科目 線形代数学Ⅱ 2 2セメ 100 1 100

教養教育科目 数学演習Ⅰ 1 1セメ 100 1 100

教養教育科目 数学演習Ⅱ 1 2セメ 100 1 100

教養教育科目 一般力学Ⅰ 2 1セメ 100 1 100

教養教育科目 一般力学Ⅱ 2 2セメ 100 1 100

教養教育科目 物理学実験法・同実験 1 ３セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学I 2 2セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学II 2 ３セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学III 2 ３セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数理A 2 5セメ 100 1 100

専門教育科目 確率・統計 2 ３セメ 100 1 100

専門教育科目 環境論 2 6セメ 30 1 70 1 100

専門教育科目 工学プログラミング基礎 2 5セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学総合 2 4セメ 100 1 100

専門教育科目 空間の創造 2 2セメ 100 1 100

専門教育科目 まちのかたちとくらし 2 2セメ 100 1 100

専門教育科目 建築材料 2 4セメ 100 1 100

専門教育科目 建築材料実験 1 5セメ 60 1 10 1 30 1 100

専門教育科目 建築一般構造 2 ３セメ 100 1 100

専門教育科目 建築設計製図I 2 ３セメ 20 1 60 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 建築設計製図II 2 4セメ 20 1 60 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 建築構造力学I 4 ３セメ 20 1 80 1 100

専門教育科目 建築構造力学II 4 4セメ 20 1 80 1 100

専門教育科目 建築物振動論 2 6セメ 20 1 80 1 100

専門教育科目 鉄筋コンクリート構造 2 5セメ 100 1 100

専門教育科目 地盤・建築基礎構造 2 6セメ 20 1 80 1 100

専門教育科目 建築行政 2 5セメ 40 1 60 1 100

専門教育科目 建築見学演習 1 5,6セメ 10 1 60 1 10 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 建築史I 2 4セメ 20 1 20 1 60 1 100

専門教育科目 建築計画I 2 ３セメ 10 1 70 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 都市計画 2 4セメ 20 1 70 1 10 1 100

専門教育科目 建築環境学I 2 ３セメ 100 1 100

専門教育科目 建築環境学II 2 4セメ 100 1 100

専門教育科目 建築環境学演習 1 5セメ 70 1 10 1 20 1 100

専門教育科目 建築学外実習 1 6セメ 70 1 10 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 建築ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学 2 4セメ 100 1 100

専門教育科目 鋼構造設計基礎 2 4セメ 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 建築図学 2 ３セメ 60 1 40 1 100

専門教育科目 構造解析法 2 6セメ 100 1 100

専門教育科目 耐震構造 2 6セメ 100 1 100

専門教育科目 建築構造設計 2 7セメ 60 1 10 1 10 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 建築施工 2 ５セメ 20 1 80 1 100

専門教育科目 建築防災 2 7セメ 100 1 100

専門教育科目 建築ゼミナールI 2 ５セメ 60 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 鋼構造設計法 2 ５セメ 100 1 100

専門教育科目 建築史II 2 5セメ 20 1 20 1 60 1 100

専門教育科目 建築計画II 2 4セメ 10 1 70 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 建築設備I 2 ５セメ 100 1 100

専門教育科目 建築設備II 2 6セメ 100 1 100

専門教育科目 建築設計製図Ⅲ 3 ５セメ 10 1 10 1 40 1 10 1 10 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 建築設計製図Ⅳ 3 6セメ 10 1 10 1 40 1 10 1 10 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 建築設計製図Ⅴ 2 7セメ 40 1 20 1 10 1 10 1 20 1 100

専門教育科目 芸術制作 2 3セメ 60 1 30 1 10 1 100

専門教育科目 建築ゼミナールⅡ 2 6セメ 60 1 20 1 20 1 100

専門教育科目 建築ゼミナールⅢ 1 7セメ 50 1 10 1 10 1 10 1 20 1 100

専門教育科目 都市環境論 2 ５セメ 100 1 100

専門教育科目 平和都市・建築論 2 6セメ 30 1 10 1 60 1 100

専門教育科目 サスティナブル・デザイン 1 6セメ 100 1 100

専門教育科目 植生・生態学 1 6セメ 100 1 100

専門教育科目 80 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 建築倫理 2 6セメ 90 1 10 1 100

専門教育科目 卒業論文 5 7,8セメ 10 1 40 1 10 1 20 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 木質構造 2 4セメ 100 1 100

(I)(E-3) (E-4) (F) (G) (H)(E-2)

別紙３

科目区分 授業科目名 単位数 開設期

評　価　項　目
科目中
の評価
項目の
総加重
値

知識・理解 能力・技能 総合的な力
(A) (B) (C) (D) (E-1)
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応用数学グループ 
教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

池畠 優 教授 4448 A3-846 ikehata@hiroshima-u.ac.jp 

柴田 徹太郎 教授 7598 A3-844 tshibata@hiroshima-u.ac.jp 

鄭 容武 准教授 7595 A3-841 yongmoo@hiroshima-u.ac.jp 

川下 和日子 准教授 7602 A3-745 wakawa@hiroshima-u.ac.jp 

佐野 めぐみ 准教授 7564 A3-743 smegumi@hiroshima-u.ac.jp 

若杉 勇太 准教授 7600 A3-843 wakasugi@hiroshima-u.ac.jp 

内山 聡生 助教 7599 A3-744 uchiyama@hiroshima-u.ac.jp 

※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 
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